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魚類骨格透明標本は海洋環境教育―海の中の「食う
・食われる」を覗いてみよう―に有効である
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東京海洋大学海洋科学部では、平成 18 年（2006 年）10
月に環境省の「平成 18 年度 国連 持続可能な開発のための
教育（ESD）の 10 年促進事業」に「江戸前の海 学びの環
づくり―持続可能な沿岸海洋のための教育―」を応募し、
採択された 1）。それにともなって、教職員の有志によって
「東京海洋大学江戸前 ESD 協議会」（以下、江戸前 ESD 協
議会とする）が結成され、活動を開始した。それに先立っ
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Fish Transparent Specimens Are Effective in Marine Environmental Education: Observing 
Prey-predator Relationships in Coastal Waters
Hiroshi KOHNO＊1・2, Akiko YATABE＊2, Yoshihiro KASE＊2  and Yuki SAITO＊2
Abstract: The transparent specimens originally developed for the observation of skeletal system were applied to 
the marine environmental education to learn the food chain in coastal waters, and its effectiveness was investigated 
by the pre- and post-intervention questionnaire. The research examined 41 participants in the three learning 
interventions, the age ranging from 14 to 73 with a mean of 30.6 years old and the sex ratio being 18 females and 
23 males. The program was composed of the ice break, plankton observation, intestinal-contents observation by 
using transparent specimens, and summary lecture. After the intervention, participants were significantly more 
concerned about plankton and the relationships between our life and coastal waters. Free descriptions appeared that 
the participants admired the variety of plankton, picturesque transparent specimens, and direct observation of 
“prey-predator” relationships. The transparent specimens were thus concluded to be helpful for learning the “prey-
predator” relationships in coastal waters.
Key words: transparent specimen, food chain, environmental education, marine education, ESD


































なわれていた 9）。当初は硬骨だけをアリザリンレッド S で
赤く染色していたが、軟骨をトルイジンブルーで染色する
方法もすでに 1941 年に開発されている 10）。最近の染色法



























2009 年 10 月の葛西臨海公園で実施した親子向けのプログ
ラム；2010 年 8 月の「江戸前インタープリター塾」；2011
年 12 月の「江戸前みなと塾『江戸前の海の今を知ろう』」；
2013 年・14 年・15 年 7 月の「港区教員研修大学講座」；














































事前と事後での同じ質問は、質問番号 1 から 6（事前）
と 11 から 16（事後）で、次のような質問である。
質問 1 から 3 までは、各々「海、魚、プランクトンが好
きですか」という質問であるが、プランクトンに関しては
「好き」か、あるいは「知っている」か、という問いにした。
回答方法は、1 の「好き」から 5 の「きらい」までの 5 階
級を設けた。
質問 4 と 5 では、あなたは「プランクトンと魚の関係を」
あるいは「海と私たちの生活との関係を」知っていますか、
という問いに対して、1 の「知っている」から 4 の「知ら




質問の 7 と 9 は、実施したプログラムで楽しかったもの
と楽しくなかったものを選択してもらった。選択肢は、1
プランクトン、2 透明標本、3 環境の授業、4 なしで、複





う回答に低いポイント（1 ポイント：以下、1 PT とする）
を与えているが、集計をする際には逆に、高い PT ほど「好
き」とか「知っている」として計算した。また、事前と事





習その 1 としてプランクトンの観察、実習その 2 として透
明標本の観察と解剖、アイスブレークに連動した解説、事
後のアンケート。時間的には、高輪が最も長く午後 2 時か
ら 4 時過ぎまでの 2 時間強、次いで教員の午前 10 時から
12 時前までの 2 時間弱であった。しかし OC では、当日
の募集であったため、イベント自体は午前 11 時から 12 時

























実習 1 としてプランクトンの観察をおこなった（30 分
から 35 分）。各イベントとも、その日の朝に東京海洋大学
品川キャンパスの繋船場で、小型プランクトンネット




して、葛西臨海たんけん隊用に 2013 年 6 月に作成した『指
令書』を準備した。






実習 2 は透明標本の観察である（25 分から 30 分）。透
明標本は、マハゼの稚魚を大小の 2 タイプ（体長 25 mm
と 15 mm 程度）とコノシロの稚魚（体長 20 mm 程度）を























今回分析に供した 3 つのイベントすべての参加者は 46
名であった。しかし後述するように、OC の参加者 25 名の
うち 5 名はアンケートのデータを使用することに同意しな
かったので、本研究では有効参加者を 41 名とした。平均
年齢は 30.6 歳で最も若い参加者は 14 歳、最高齢者は 73 歳




参加人数 6 名の平均年齢は 56.3 歳（41～73 歳）で、3
つのイベントのうちで最も高齢であった。こうしたイベン
トで一般募集をすると 65 歳以上の方が大勢を占めるが、
今回は 2 名だけであった。男女比は男性が 4 名に対して女
性が 2 名である。
2）　教員
参加人数 15 名の平均年齢は 39.9 歳（25～61 歳）であっ
た。男性が 4 名に対して、女性が 11 名と多かった。所属
している学校は小学校が最も多く 9 名で、次いで幼稚園の
5 名、中学校の 1 名であった。
3）　OC
参加人数 25 名のうち、5 名はアンケートを研究に使う
ことに同意するかどうかに○をつけていなかったので、こ
こでは 20 名を対象にした。20 名の平均年齢は 15.9 歳で最
も若かった。男女比は 10 対 10。高校 2 年生が最も多く 8
名で、次いで高 1 の 6 名、高 3 の 4 名、中学生も 2 名参加
していた。
2．すべての参加者の傾向
すべての参加者を対象として、事前（質問 1 から 5）と
事後（質問 11 から 15）の平均値を比較すると、事後に
PT が下がった項目はなかった（Fig. 2）。しかし個人では、
以下に示すように、4 名が 1 つの質問に対して事前よりも
事後の方に低い PT をつけていた。





まず教員の 1 名は、質問 2「魚が好きですか」（以下、魚）






高輪の 1 名は質問 3「プランクトンが好きですか（知っ
ていますか）」（以下、プランクトン）で 5 PT「好き」から





OC の 1 名は質問 1 の「海が好きですか」について 5 PT
から 4 PT に、またもう 1 名が質問 3 の「プランクトン」
が 5 PT から 4 PT になっていた。しかし後者は、質問 17
の自由記述で「食物連鎖や生活排水との関連が分かった」、
「解剖が楽しかった」と述べている。






0.23 PT 上昇していた。事前と事後で最も PT が上昇した
のは質問 3 の「プランクトン」で 3.71 PT が 4.20 PT に上
昇した（Fig. 2）。次いで質問 5 の「海と私たちの生活との
関係を知っていますか」（以下、海と私たち）で 2.61 PT か
ら 3.03 PT に上昇した（ただし、質問 5 の最高点は 4 PT




PT の上昇は、教員で最も高く 0.35 PT で、次いで高輪の
0.17 PT、OC の 0.16 PT であった。ここでは、各質問の回
答の結果とその理由を考える。
1）　教員はプランクトンに感動
事前と事後で最も PT に差があったのは教員の質問 3




















高輪と OC では、質問 3「プランクトン」の事後の上昇
PT は 0.17 PT および 0.30 PT と、教員に比べて低かった
（Fig. 3）。それに関連して質問 7 の「楽しかったプログラ
ム」では、高輪も OC も「透明標本」が最も多かった。
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高輪では参加者全員の 6 名が「透明標本」に○をつけて





OC では 20 名中 17 名が「透明標本」に○をつけていた










トンと魚）」でそれぞれ 3.33 PT から 3.67 PT（0.33 PT）と
3.07 PT から 3.33 PT（0.27 PT）に上昇したことと一致する






















一方、質問 5 と 15「海と私たちの生活との関係を知っ
ていますか（以下、海と私たちの生活）」では、教員［2.73 
PT から 3.20 PT に（差は 0.47 PT）］と OC［2.40 PT から
2.84 PT に（0.44 PT）］では事前と事後の PT に 5％で有意






































































究室の学生のみなさん。本研究は JSPS 科研費 15K00654
の助成を受けて実施しました。
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＊1 東京海洋大学大学院海洋科学系海洋環境学部門） ＊2 東京海洋大学魚類学研究室  　　　　　　　
要旨：　透明骨格二重染色標本が、沿岸域の「食う・食われる」の関係を知るためのツールとして有効
かどうかを、事前と事後のアンケートによって調査した。対象としたのは 3 つのイベントに参加した 14
歳から 73 歳までの男性 23 名、女性 18 名、計 41 名である。プログラムはアイスブレークとプランクト
ンの観察、透明標本の観察、そして最後に講義をおこなった。すべての質問項目で、事前よりも事後の
方が「好き」とか「知っている」というポイントが高くなった。さらに自由記述では、プランクトンの
多様性や透明標本の美しさ、さらには透明標本の消化管の内容物に観察した動物プランクトンを見つけ
たことに驚いている様子がうかがえた。したがって透明標本は、「食う・食われる」といった食物連鎖
を学ぶ教材として有用であると判断された。
キーワード：　ESD，食物連鎖，海洋教育，環境教育，透明標本
